
〇目的
大分県は森林面積が県土の約７割を占めており、カーボンニュートラルの実現に向け、
重要な手段の一つとされる森林吸収源によるクレジットのポテンシャルが高い。県内の
森林経営者に森林由来Ｊ－クレジットの創出のノウハウを習得してもらうことにより、
県内における森林由来Ｊ－クレジットの創出拡大を図る。

〇内容
（１）森林由来Ｊ－クレジット創出見込み調査

県内森林経営者（市町村を除き、組合を含む。以下、同じ。）の中から、自
身が所有・管理する森林等におけるクレジットの創出に関心があり、森林等の状
況や規模からより多くの森林由来Ｊ－クレジットの創出が期待できる者を３者
程度ピックアップしたうえで、その森林由来Ｊ－クレジット創出量を調査し提示
する。当該調査は、森林経営計画などの既存資料を活用した書面調査による
ことを前提とする。

（２）森林由来Ｊ－クレジットプロジェクト計画書作成支援
県内森林経営者で、森林由来Ｊ－クレジットの創出のためにプロジェクト計画
書の作成を行う者に対して支援を行う。支援内容は、プロジェクト計画書作成
及び事務局へのプロジェクト登録の申請手続きにおける助言、必要に応じて
現地調査への同行等とする。対象者は３者程度とする。なお、審査機関によ
るプロジェクト計画書の妥当性確認に係る費用は、本業務には含めない。

（３）森林由来Ｊ－クレジット説明会の開催
県内森林経営者のJ-クレジット創出意欲向上のため、森林由来Ｊ－クレジット
についての説明会を開催する。
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出典：Ｊ－クレジット制度ホームページ （https://japancredit.go.jp/）




